
第
七
十
六
条
の
六
第
一
項

災
害
が
発
生
し
た
場
合

原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
が
あ
つ
た
時

か
ら
原
子
力
緊
急
事
態
解
除
宣
言
が

あ
る
ま
で
の
間

災
害
応
急
対
策

緊
急
事
態
応
急
対
策

第
七
十
六
条
の
七

災
害
応
急
対
策

緊
急
事
態
応
急
対
策

平成™�年˜˜月™˜日 金曜日 (号外第™œŸ号)官 報

第
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
十
四
条
の
二

都
道
府
県
知
事
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
開
設
者
の
同
意
を
得
て
、
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
五
類
感
染
症
の
患
者
の
検
体
又
は
当
該
感
染
症
の
病
原
体
の
提
出
を
担
当
さ
せ
る
病
院
若
し
く
は

診
療
所
又
は
衛
生
検
査
所
を
指
定
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
病
院
若
し
く
は
診
療
所
又
は
衛
生
検
査
所
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定

提
出
機
関
」
と
い
う
。）の
管
理
者
は
、
当
該
指
定
提
出
機
関
（
病
院
又
は
診
療
所
に
限
る
。）の
医
師
が
同
項
の
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
五
類
感
染
症
の
患
者
を
診
断
し
た
と
き
、
又
は
当
該
指
定
提
出
機
関
（
衛
生
検
査
所
に
限
る
。）

の
職
員
が
当
該
患
者
の
検
体
若
し
く
は
当
該
感
染
症
の
病
原
体
に
つ
い
て
検
査
を
実
施
し
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
患
者
の
検
体
又
は
当
該
感
染
症
の
病
原
体
の
一
部
を
同
項
の
規
定
に
よ
り
当
該

指
定
提
出
機
関
を
指
定
し
た
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
た
検
体
又
は

感
染
症
の
病
原
体
に
つ
い
て
検
査
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

都
道
府
県
知
事
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
検
査
の
結
果
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
事
項
を
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

厚
生
労
働
大
臣
は
、
自
ら
検
査
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
た
検
体
又
は
感
染
症
の
病
原
体
の
一
部
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

指
定
提
出
機
関
は
、
三
十
日
以
上
の
予
告
期
間
を
設
け
て
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
辞
退
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

７

都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
提
出
機
関
の
管
理
者
が
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
、
又
は
指
定
提
出
機
関
が
同

項
の
規
定
に
よ
る
提
出
を
担
当
す
る
に
つ
い
て
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
疑
似
症
患
者
及
び
」
を
「
疑
似
症
患
者
若
し
く
は
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
及
び
」
を

「
若
し
く
は
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
第
四
項
」
を
「
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条

第
七
項
中
「
第
四
項
」
を
「
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
第
一
項
の
規
定
」

の
下
に
「
に
よ
る
質
問
又
は
必
要
な
調
査
」
を
、「
厚
生
労
働
大
臣
に
」
の
下
に
「
対
し
、」を
加
え
、「
行
っ
て
い
る
」
を

「
行
う
」
に
改
め
、「
機
関
」
の
下
に「（
以
下
「
感
染
症
試
験
研
究
等
機
関
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
そ
の
他
同
項
の
規

定
に
よ
る
質
問
又
は
必
要
な
調
査
を
実
施
す
る
た
め
」
を
「
そ
の
他
の
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条

第
五
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

９

厚
生
労
働
大
臣
は
、
自
ら
検
査
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
た
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
又
は
当
該
職
員
が
採
取
し
た
検
体
の
一
部
の
提
出

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
第
九
号
中「（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）」の
下
に
「
及
び
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六

年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）」を
加
え
、「
同
法
」
を
「
道
路
整
備
特
別
措
置
法
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
道
路
整
備
特
別
措
置
法
」
の
下
に
「
又
は
災
害
対
策
基
本
法
」
を
加
え
る
。

（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
条

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
五
十
五
条
第
二
項
中
「
及
び
第
七
十
六
条
の
二
か
ら
第
七
十
六
条
の
四
ま
で
」
を
「
、
第
七
十
六
条
の
二
、

第
七
十
六
条
の
三
及
び
第
七
十
六
条
の
五
」
に
、「
第
七
十
六
条
の
四
中
」
を
「
第
七
十
六
条
の
五
中
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

山
本

早
苗

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
百
十
五
号

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
健
康
診
断
、
就
業
制
限
及
び
入
院
（
第
十
七
条
」
を
「
就
業
制
限
そ
の
他
の
措
置
（
第
十
六
条
の
三
」に
、

「
第
二
十
七
条
」
を
「
第
二
十
六
条
の
三
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
見
出
し
を「（
定
義
等
）」に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
四
号
中
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
」
を
「
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
属
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
が
Ｈ
五
Ｎ
一
」
を
「
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
病
原
体
に
変

異
す
る
お
そ
れ
が
高
い
も
の
の
血
清
亜
型
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
」
に
、「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
五
Ｎ
一
）」を

「
特
定
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

中
東
呼
吸
器
症
候
群
（
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
も
の
に
限

る
。）

第
六
条
第
五
項
第
七
号
中
「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
五
Ｎ
一
）」を
「
特
定
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
改
め
、
同
条

第
二
十
一
項
第
三
号
中
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
」
を
「
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
二
項
第

二
号
中
「
及
び
リ
フ
ァ
ン
ピ
シ
ン
」
を
「
、
リ
フ
ァ
ン
ピ
シ
ン
そ
の
他
結
核
の
治
療
に
使
用
さ
れ
る
薬
剤
と
し
て
政
令

で
定
め
る
も
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
三
項
第
一
号
中
「
Ｈ
二
Ｎ
二
、
Ｈ
五
Ｎ
一
若
し
く
は
Ｈ
七
Ｎ
七
」
を
「
政
令

で
定
め
る
も
の
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

24

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
三
項
第
六
号
の
政
令
の
制
定
又
は
改
廃
の
立
案
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、あ
ら
か
じ
め
、

厚
生
科
学
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
、
四
類
感
染
症
又
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
又
は
無
症
状
病
原
体

保
有
者
」
を
「
又
は
四
類
感
染
症
の
患
者
又
は
無
症
状
病
原
体
保
有
者
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
五
類
感
染
症
又
は

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
動
物
が
実
験
の
た
め
に
当
該
感
染
症
に
感
染
さ
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
三
条
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
動
物
が
実
験
の
た
め
に
当
該
感
染
症
に
感
染
さ
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
四
条
の
見
出
し
を
削
り
、同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
感
染
症
の
発
生
の
状
況
及
び
動
向
の
把
握
）」を
付
し
、

同
条
第
一
項
中「（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
届
出
機
関
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
指
定
届
出
機

関
の
管
理
者
」
を
「
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
病
院
又
は
診
療
所
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
届
出
機

関
」
と
い
う
。）の
管
理
者
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
そ
の
」
を
「
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
」
に
改
め

る
。
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